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甲府市一般会計補正予算（第4号）
など、市長提案37議案を
承認・可決！

12月定例会

●市政に関する質問　　　　③〜⑦
●各常任委員会審査の概要　⑧
●審議結果　　　　　　　　⑩〜⑪

12月定例会

今年もよろしく
　お願い申し上げます

平成 25 年
甲府市議会



10月 9日（火）	 会派代表者会議

10月10日（水）	 総務委員会行政視察、

10月11日（木）	 民生文教委員会行政視察、

10月12日（金）	 経済建設委員会行政視察

10月22日（月）	 経済建設委員会（所管事項調査）

10月23日（火）	 環境水道委員会行政視察

10月24日（水）	

10月29日（月）	
大和郡山市新人議員相互交流研修会

10月30日（火）	

10月31日（水）	 民生文教委員会（所管事項調査）

11月 5日（月）	 会派代表者会議

11月15日（木）	 会派代表者会議

11月19日（月）	 定数及び報酬等に関する
	 議員研究会

11月22日（木）	 民生文教委員会（所管事項調査）

11月29日（木）	 12月定例会　招集告示

11月30日（金）	 会派代表者会議

12月 4日（火）	 議会運営委員会、

	 定数及び報酬等に関する
	 議員研究会

12月 6日（木）	 12月定例会開会、

	 提案理由の説明

12月11日（火）	 議会運営委員会

	 本会議、質疑及び市政一般質問

12月12日（水）	 会派代表者会議

12月13日（木）	 議会運営委員会、各常任委員会付託

12月14日（金）	 各常任委員会

12月17日（月）	 議会運営委員会、	

	 本会議、各常任委員長報告、

	 12月定例会閉会、

	 市議会だより編集委員会

議　会　日　誌

　甲府市議会は、12月定例会を12月6日から17日までの12日間の日程で行いま
した。
　平成２４年度甲府市一般会計補正予算（第４号）、平成24年度甲府市病院事業会計
補正予算（第2号）、甲府市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に
関する基準を定める条例制定について、甲府市老齢者医療費助成金支給条例の一部
を改正する条例制定についてなど、市長から提案された３７議案を慎重に審議し、す
べて、原案のとおり承認・可決いたしました。
　主な条例は、道路法の一部改正に伴い市道の標識板の寸法等を定める甲府市道の
道路標識の標識板の寸法及び文字の大きさを定める条例制定や新たに朝日悠遊館と
富士川悠遊館を追加する甲府市悠遊館条例の一部を改正する条例制定などです。
　補正予算につきましては、不活化ポリオワクチンの定期予防接種導入に伴う委託
料や、生活保護受給者の増加に伴う扶助費の増額が主な内容となっています。

12 月 定 例 概 要の会

■ ■ ■ ■ 12月定例会の概要／議会日誌 ■ ■ ■ ■   
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公　明　党
代表質問（一括）

植田　年美

◇�

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
に

つ
い
て

　

質　

問

　

自
殺
予
防
に
つ
い
て
理
解
し
、
適

切
な
指
導
を
行
う
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

（
命
の
門
番
）
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

本
市
職
員
へ
の
研
修
や
民
生
児
童

委
員
等
へ
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成

講
座
の
開
催
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

本
市
で
は
、
各
地
区
保
健
計
画
推

進
協
議
会
の
協
力
を
得
る
中
で
、
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、

自
殺
予
防
な
ど
の
対
策
に
努
め
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
広
く
市
民
を
対
象

に
講
習
会
を
行
う
と
と
も
に
、
職
員

研
修
会
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◇�

小
中
学
校
の
い
じ
め
問
題
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

質　

問

　

本
市
に
は
、「
い
じ
め
追
放
宣
言
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
宣
言
を
広
く
周

知
浸
透
さ
せ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
き
め
細
か
い
対
策
や
24
時
間
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
の
よ
り
一
層
の
周
知
徹
底

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

こ
の
宣
言
は
、
既
に
各
小
中
学
校

に
お
い
て
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
な
る
指
導
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
電
話
相
談

に
つ
き
ま
し
て
も
、
全
児
童
生
徒
に

相
談
先
電
話
番
号
カ
ー
ド
を
配
付
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
若
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

・
住
基
カ
ー
ド
の
活
用
に
つ
い
て

日本共産党
代表質問（一括）

清水　英知

◇
甲
府
市
老
齢
者
医
療
費
助
成

金
支
給
制
度
つ
い
て

　

質　

問

　

極
め
て
低
所
得
の
高
齢
者
の
医
療

費
を
助
成
す
る
本
制
度
の
役
割
は
、

今
な
お
大
き
く
、
他
の
制
度
に
は
代

え
ら
れ
な
い
、
広
範
な
市
民
が
育
て

て
き
た
「
市
民
の
宝
」
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
制
度
の
廃
止
は
、
撤
回
す

べ
き
で
す
。
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

県
の
単
独
医
療
費
助
成
制
度
の
廃

止
が
決
定
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
の

ペ
ナ
ル
テ
ィ
の
増
額
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
県
内
す
べ
て
の
市
町
村

で
助
成
が
廃
止
さ
れ
、
制
度
を
取
り

巻
く
情
勢
の
変
化
と
制
度
の
意
義
、

他
の
高
齢
者
施
策
の
充
実
の
必
要
性

等
を
総
合
的
に
捉
え
る
中
で
判
断
し

ま
し
た
。

◇�

山
梨
県
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

質　

問

　

県
が
本
制
度
の
窓
口
無
料
化
の
廃

止
を
発
表
し
ま
し
た
。
現
金
が
な
け

れ
ば
受
診
で
き
な
い
世
帯
に
対
し
て

は
大
き
な
不
安
で
あ
る
た
め
、
本
制

度
を
存
続
す
る
よ
う
見
解
を
求
め
ま

す
。

　

答　

弁

　

本
制
度
の
存
続
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
市
長
会
を
通
じ
、
国
に
お
い
て
窓

口
無
料
化
を
負
担
す
る
よ
う
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
国
が
負
担
す
る
制

度
が
確
立
す
る
ま
で
は
、
現
行
制
度

を
堅
持
す
る
よ
う
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
就
学
援
助
新
３
項
目
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
料
滞
納
者
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ

に
つ
い
て

・
ご
み
収
集
の
民
間
委
託
に
つ
い
て

※
一
問
一
答
…
質
問
項
目
ご
と
に
質
疑
応
答
を
行
う
。

　
一
　
　
括
:�

質
問
項
目
す
べ
て
を
質
問
し
、
一
括
で

答
弁
を
行
う
。
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政友クラブ
代表質問（一問一答）

廣瀬　集一

◇�

イ
ベ
ン
ト
が
も
た
ら
す
地
域

活
性
化
に
つ
い
て

　

質　

問

　

11
月
に
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
２

関
東
・
東
海
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ

i
n
甲
府
」
に
つ
い
て
は
、
協
賛

イ
ベ
ン
ト
も
中
心
市
街
地
で
開
催
さ

れ
、
大
勢
の
人
並
み
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い

て
の
感
想
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ

め
、
関
係
者
・
関
係
機
関
等
の
絶
大

な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
る
中
で
、

盛
大
に
開
催
で
き
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
も
賑
わ
い
の
創
出

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

◇
中
小
企
業
振
興
施
策
に
つ
い
て

　

質　

問

　

近
年
の
企
業
誘
致
の
状
況
と
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
外
部
に
助
成
や
委
託
し
て

い
る
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
と
と

も
に
、
平
成
25
年
３
月
で
中
小
企
業

円
滑
法
が
施
行
期
限
を
迎
え
ま
す
が
、

融
資
対
策
事
業
に
つ
い
て
の
今
後
の

拡
大
や
、
融
資
条
件
の
緩
和
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

昨
年
度
、
甲
府
市
企
業
誘
致
条
例

を
活
用
し
、
運
送
業
・
倉
庫
業
の
企

業
を
誘
致
い
た
し
ま
し
た
。

　

事
業
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
技

術
開
発
や
販
路
拡
大
、
産
地
基
盤
の

拡
大
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

融
資
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
小
企

業
の
支
援
に
努
め
、
制
度
の
拡
充
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・「
甲
府
市
自
治
基
本
条
例
を
育
て
る
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

新政クラブ
代表質問（一括）

金丸　三郎

◇�

開
府
５
０
０
年
を
見
据
え
た
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

質　

問

　

本
市
は
、
あ
と
７
年
後
の
２
０
１

９
年
に
開
府
５
０
０
年
に
な
る
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
ま
す
。

　

歴
史
物
語
都
市
「
甲
府
」
と
し
て
、

開
府
５
０
０
年
を
見
据
え
た
ま
ち
づ

く
り
計
画
の
具
体
的
な
策
定
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

史
跡
「
武
田
氏
館
跡
」
や
、
甲
府

歴
史
公
園
の
施
設
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
歴
史
観
光
型
集
客
施
設
と
の

連
携
を
進
め
、
こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た

伝
統
・
文
化
を
市
民
の
皆
様
と
共
有

す
る
中
で
、
開
府
５
０
０
年
の
お
祭

り
を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇�

国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け

る
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
と
医
療
費
の
適
正
化
対
策

に
つ
い
て
の
提
言

　

質　

問

　

市
民
の
健
康
増
進
と
医
療
費
の
軽

減
の
た
め
に
、
本
市
に
お
け
る
生
活

習
慣
病
の
重
症
化
予
防
と
医
療
費
の

適
正
化
対
策
と
し
て
、
健
診
体
制
・

保
健
指
導
の
保
健
師
・
栄
養
士
の
活

用
に
つ
い
て
提
言
し
ま
す
。

　

答　

弁

　

本
市
で
は
、
法
定
健
診
項
目
に
追

加
し
て
、
腎
臓
の
機
能
障
害
が
早
期

発
見
で
き
る
検
査
の
追
加
や
集
団
健

診
の
日
程
を
増
や
す
な
ど
、
受
診
環

境
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
重
複

受
診
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
に
よ
る

訪
問
等
を
実
施
し
、
医
療
費
の
抑
制

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
具
体
的
な
方
策
等
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
新
た
な
都
市
基
盤
を
活
用
し
た
都
市
経

営
に
つ
い
て

■ ■ ■ ■ 市政に関する質問 ■ ■ ■ ■   
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公　明　党
一般質問（一問一答）

長沢　達也

◇�

高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て

　

質　

問

　

高
齢
者
の
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
が
、
利
用
対
象
者
の
要

介
護
認
定
等
の
要
件
を
緩
和
す
る
こ

と
で
、
多
く
の
高
齢
者
が
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

本
市
で
は
、
高
齢
者
の
買
い
物
な

ど
の
日
常
生
活
や
運
転
免
許
証
返
納

者
の
移
動
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
対
象
者

の
要
件
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
高
齢

者
へ
の
支
援
策
を
総
合
的
に
捉
え
る

中
で
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇�

高
齢
者
の
行
方
不
明
の
捜
索

に
つ
い
て

　

質　

問

　

他
都
市
で
は
、
認
知
症
高
齢
者
の

徘
徊
等
に
よ
る
行
方
不
明
の
場
合
の

捜
索
方
法
と
し
て
、
家
族
等
へ
Ｇ
Ｐ

Ｓ
位
置
情
報
端
末
機
の
貸
出
し
を
行

な
っ
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
も
こ
の
貸
出
し
制
度
を
導

入
し
た
ら
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
等
に
よ
る

行
方
不
明
者
が
発
生
し
た
場
合
の
捜

索
は
、
防
災
行
政
用
無
線
等
を
活
用

し
、
市
民
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
で

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
、

G
P
S
に
よ
る
探
索
シ
ス
テ
ム
を

含
め
、
そ
の
方
策
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
災
害
時
の
避
難
所
間
の
連
絡
方
法
に
つ

い
て

政友クラブ
一般質問（一括）

鈴木　　篤

◇�

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
に
対

す
る
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

質　

問

　

難
聴
児
の
健
全
な
育
成
を
図
る
た

め
、
国
で
定
め
た
身
体
障
害
者
福
祉

法
の
公
的
支
援
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
な
い
難
聴
児
に
対
し
て
、
補
聴
器

購
入
へ
の
助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　
「
軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
」
に
対

し
、
早
期
に
適
切
な
補
聴
器
を
使
用

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
補

聴
器
購
入
助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
県
と
連
携
し
て
「
軽
度
・
中

等
度
難
聴
児
」
の
現
状
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
県
に
も
働
き
か
け
る
中

で
、
助
成
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇�

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ

る
生
ご
み
の
減
量
に
つ
い
て

　

質　

問

　

家
庭
で
の
生
ご
み
の
減
量
方
法
と

し
て
、
安
価
で
家
庭
で
で
き
る
効
果

的
な
減
量
方
法
と
し
て
、「
ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
の
導
入
補
助
や

講
習
会
の
実
施
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　
「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
家
庭
で
手
軽
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
生
ご
み
減
量

対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
大
変
有
効

で
あ
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

出
前
講
座
や
外
部
講
師
を
招
い
て
の

講
習
会
な
ど
を
通
じ
て
普
及
拡
大
に

努
め
、
材
料
の
補
助
に
つ
い
て
も
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
用
対
空
表
示
「
ヘ
リ
サ
イ
ン
」
に
つ

い
て

甲府市議会だよりNo.176
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政友クラブ
一般質問（一括）

長沼　達彦

◇�

自
転
車
の
安
全
走
行
に
つ
い
て

　

質　

問

　

過
日
、
自
転
車
対
人
の
事
故
で
、

歩
行
者
が
意
識
不
明
の
重
体
に
な
る

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
等
で
は
、
自
転
車
の
安
全

運
転
と
マ
ナ
ー
向
上
に
つ
い
て
学
習

会
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
成
人
を
対

象
と
し
た
指
導
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

本
市
で
は
、
警
察
や
交
通
安
全
協

会
等
の
機
関
と
連
携
し
て
、
交
通
安

全
運
動
の
期
間
中
に
自
転
車
ル
ー
ル

な
ど
の
チ
ラ
シ
等
を
配
布
す
る
と
と

も
に
街
頭
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ

ナ
ー
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◇�

公
共
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て

　

質　

問

　

視
察
先
の
小
布
施
町
は
、
昔
な
が

ら
の
駅
で
し
た
が
、
駅
舎
の
隣
に
明

る
く
広
い
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
好
印

象
を
抱
き
ま
し
た
。

　

観
光
客
を
迎
え
る
心
の
現
わ
れ
で

あ
り
、
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
、
観
光
地
の
ト
イ
レ
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

観
光
地
の
ト
イ
レ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
の
設
置
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昇
仙
峡
や

千
代
田
湖
湖
畔
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
立
公
園
内
に
あ
る
こ
と
か
ら
一
定

の
制
限
が
あ
り
ま
す
が
、
計
画
的
な

整
備
に
向
け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
橋
梁
の
整
備
・
点
検
に
つ
い
て

・
お
も
い
や
り
駐
車
区
画
に
つ
い
て

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

新政クラブ
一般質問（一括）

清水　　仁

◇�

教
育
現
場
に
お
け
る
防
災
・

防
犯
に
つ
い
て

　

質　

問

　

防
災
・
防
犯
教
育
と
し
て
、
災
害

時
に
自
ら
生
き
、
人
を
助
け
る
た
め

の
教
育
指
針
・
指
導
及
び
学
校
内
に

お
け
る
人
的
な
犯
罪
対
応
策
に
つ
い

て
、
そ
の
重
要
性
を
含
め
て
見
解
を

伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

災
害
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
に

関
す
る
指
導
の
充
実
な
ど
「
教
師
の

防
災
手
引
き
」
を
改
訂
し
、
防
災
教

育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
防

犯
に
関
し
ま
し
て
は
、
警
察
等
の
関

係
機
関
と
連
携
を
図
る
中
で
防
犯
訓

練
や
職
員
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
な
る
防
災
・
防
犯
教
育
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◇�

「
被
害
者
の
会
」
が
求
め
て

い
る
原
因
究
明
に
つ
い
て

　

質　

問

　

市
立
甲
府
病
院
の
放
射
性
検
査
薬

の
過
剰
投
与
問
題
に
つ
い
て
被
害
者

家
族
の
皆
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
健
康

に
大
変
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
「
被
害
者
の
会
」
が
求
め
て
い
る

原
因
究
明
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　
「
被
害
者
の
会
」
か
ら
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
、
第
三
者
機
関
に
よ
る

事
故
調
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
検
察

に
よ
る
捜
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
慎

重
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
ご
意
見

や
ご
要
望
を
伺
う
中
で
、
誠
意
を
持

っ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
市
税
収
入
の
見
込
み
に
つ
い
て

・
甲
府
市
地
方
卸
売
市
場
に
つ
い
て

■ ■ ■ ■ 市政に関する質問 ■ ■ ■ ■   
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みんなの党
一般質問（一括）

飯島　正樹

◇�

最
終
処
分
場
跡
地
の
活
用
に

係
る
提
言

　

質　

問

　

最
終
処
分
場
跡
地
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
な
ど
を
設
置
し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
施
設
整
備
を
行
い
、

財
源
は
、
市
民
か
ら
募
る
「
ミ
ニ
公

募
債
」
を
活
用
し
た
ら
ど
う
か
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

最
終
処
分
場
の
跡
地
利
用
に
つ
き

ま
し
て
は
、
地
元
と
の
協
定
書
や
覚

書
、
要
望
等
を
尊
重
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
る
た
め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
活
用
し
た
施
設
整
備
は
難
し
い
状

況
に
あ
り
、「
ミ
ニ
公
募
債
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
経
済
効
果
等
慎
重
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇�

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
戦

略
に
つ
い
て

　

質　

問

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を
推
進

す
る
た
め
、
市
民
参
加
型
エ
ネ
ル
ギ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
な
ど
今
後
ど
の

よ
う
に
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

答　

弁

　

本
市
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
で
は
、
市
域
の
自
然
的
、
社
会
的

条
件
に
適
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
き
ま
し
て
は
、
実
行
計

画
に
定
め
た
取
り
組
み
を
市
民
と
協

働
し
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

他
の
質
問
項
目

・
最
終
処
分
場
跡
地
の
利
用
状
況
等
に
つ

い
て

番　　号 件　　名 付託委員会 結　　果

請　
　

願

第23−2号 TPP（環太平洋連携協定）への交渉参加阻止に関する請願 総　　務 継続審査

第23−8号
環太平洋連携協定（TPP）への参加を行わないよう求める意見書採択を求
める請願

〃 〃

第24−4号 取調べの全過程の可視化を求める意見書の採択を求める請願 〃 〃

第24−7号 年金2.5％削減の中止を求める意見書の提出を求める請願 〃 〃

第24−6号 甲府市の給食食材の安全性に関する請願 民生文教 〃

第23−5号 国に原子力政策の転換を求める請願 環境水道 〃

第23−6号
浜岡原発の永久停止と再生可能エネルギーへの転換、促進を求める意見書
提出を求める請願

〃 〃

第23−7号 浜岡原子力発電所を廃炉にすることの意見書を求める請願 〃 〃

陳
情 第24−1号

公立学校の教職員の政治活動の制限の強化を求める意見書の提出に関する
陳情

民生文教 不採択

平成24年12月定例会 �請願・陳情審査結果
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平成25年1月24日発行7

■ ■ ■ ■ 市政に関する質問／請願・陳情審査結果 ■ ■ ■ ■   



各常任委員会審査の概要
（常任委員長報告　要旨）

補正予算や条例などの議案
審査で出された主な経過等
の概要をお知らせします。

民生文教委員会
◆�議案第97号　甲府市老齢者医療費助成金支給
条例の一部を改正する条例制定について
　対象者である非課税世帯の高齢者への対応と今
後の施策についてただしたのに対し、相談体制の
充実と条例改正の趣旨の周知を図るとともに、他
の高齢者支援の施策を充実させていくとの答弁が
ありましたが、負担増による受診抑制につながる
など高齢者医療の後退となるので反対であるとの
意見と、老朽化している福祉センター等の改築を
早急に進めるとともに、健康管理及び健康維持に
向けた高齢者福祉施策の充実を図ることを強く要
望し賛成するとの意見があり、採決の結果、多数
をもって当局原案のとおり可決するものと決しま
した。

主な付託案件

●�議案第86号�甲府市指定地域密着型サービスの事
業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条
例制定について
●�陳情第24−1号�公立学校の教職員の政治活動の
制限の強化を求める意見書の提出に関する陳情

環境水道委員会
◆�議案第82号�平成24年度甲府市古関・梯町簡易
水道事業特別会計補正予算（第1号）
◆�議案第83号�平成24年度甲府市簡易水道等事業
特別会計補正予算（第1号）
◆�議案第84号�平成24年度甲府市浄化槽事業特別
会計補正予算（第1号）
◆�議案第102号�甲府市廃棄物の減量化、資源化
及び適正処理等に関する条例の一部を改正する
条例制定について
　いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決す
るものと決しました。

主な付託案件

●�請願第23−5号�国に原子力政策の転換を求め
る請願
●�請願第23−6号�浜岡原発の永久停止と再生可
能エネルギーへの転換、促進を求める意見書提
出を求める請願
●�請願第23−7号�浜岡原子力発電所を廃炉にす
ることの意見書を求める請願

総務委員会
◆�議案第98号�甲府市悠遊館条例の一部を改正する
条例制定について

　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決し
ましたが、今後も引き続き、市民からの要望や必要性
に対応した悠遊館の設置を求める意見がありました。
◆�議案第104号から議案第110号までの財産の取
得について

　いずれも全員異議なく当局原案のとおり可決する
ものと決しましたが、契約の経過についてただした
のに対し、22社の参加のもと、一般競争入札によ
り適正に契約が締結されたとの答弁がありました。
◆�議案第112号�工事請負契約の変更契約締結について
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと決
しましたが、新庁舎の全館ＬＥＤ化を図るなど費用
対効果を考慮した変更には理解できるが、過大な投
資とならないよう求める意見がありました。

主な付託案件

●�議案第79号　専決処分について（平成24年度甲
府市一般会計補正予算（第3号））

●�議案第96号　甲府市市税条例の一部を改正する
条例制定について

経済建設委員会
◆議案第113号�工事委託契約の締結について�　
　全員異議なく当局原案のとおり可決するものと
決しましたが、工事期間中は通行止めとなり、周
辺地域が渋滞となることが懸念されるため、周知
徹底を求める意見がありました。

主な付託案件

●�議案第90号	甲府市道の道路構造に関する技術
的基準を定める条例制定について
●�議案第91号	甲府市移動等円滑化のために必要
な道路の構造に関する基準を定める条例制定に
ついて
●�議案第92号	甲府市道の道路標識の標識板の寸法
及び文字の大きさを定める条例制定について

●�議案第93号	甲府市道路附属物自動車等有料駐
車場の標識に関する条例制定について
●�議案第94号	甲府市準用河川管理施設等の構造に
関する技術的基準を定める条例制定について

●�議案第100号	甲府市都市公園条例の一部を改
正する条例制定について

※常任委員会は、議会の内部機関として少人数の議員で構成し、議案などを専門的・効率的に審査します。
　審査の内容は、本会議で委員長から報告され、本会議での議決（意思決定）の参考となります。

■ ■ ■ ■ 各常任委員会審査の概要  ■ ■ ■ ■   
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Q.請願・陳情とはどのようなものですか?
A.請願・陳情とは、国民が国や地方団体に対して一定の希望を
述べることであり、普通地方公共団体や議会に提出をします。

 　  ○請願・・・請願書の提出には、議員の紹介が必要になります。
 　  ○陳情・・・ 請願以外の住民の要望であり、陳情書、要望書、要請書、決議書及び嘆願

書等の名称で提出されたものです。陳情には紹介議員は必要ありません。

議会用語 Q&A

市議会議員の寄附は禁止 !有権者の寄附要求も禁止 !
公職選挙法では、次のようなことが禁止されています。
○議員や後援会が、寄附をしたり有料のあいさつ広告を出すこと。
○議員や後援会が、お中元やお歳暮を贈ること。
○議員が年賀状や暑中見舞いなどのあいさつ状を出すこと。（自筆の答礼は除く）
○市民や団体が、議員に寄附などを求めること。

市民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。

◇本会議における主な討論の要旨◇
○議案第97号
　甲府市老齢者医療費助成金支給条例の一部を改正する条例制定について

※反対討論
・	本制度は、高齢者に対するセーフティーネットとして、これまで対象とする高齢者世帯
の健康を守ってきた。
・	高齢化が進み、医療費が増加するとともに事業費も増加する中で、山梨県老人医療費助
成制度の廃止や国からの不利益措置もあり、本制度の見直しの必要性も理解できるが、
社会保障制度の充実は必要である。
・	医療ニーズが高い年齢階層の対象高齢者世帯に対し、一律に重い負担を課する結果となる。

※賛成討論
・	国の高額療養費制度等により、高齢者への医療費自己負担の軽減措置の充実が図られて
いる。山梨県内の全市町村において、老齢者医療費助成制度は廃止とされている。
・	高齢者世帯の増加に伴う医療費の増大や国民健康保険のペナルティについても、県から
補
ほ

填
てん

が無くなり、財政負担の増加と助成を受ける者と受けない者との間の不公平感の拡
大につながる。
・	福祉センターの整備や健やかサロンの推進など、ハード・ソフト面の充実を図るとして
いる。
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番　　号 件　　　名　　　等 議決月日 結　果
政　友
クラブ

新　政
クラブ

公明党
日　本
共産党

社　会
民主党

みんな
の　党

無所属

議案第79号
専決処分について（平成24年度甲府市一般会計補正
予算（第3号））

12月17日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第80号 平成24年度甲府市一般会計補正予算（第４号） 〃 可　決 ○ ○ ○ × × ○ ○

議案第81号 平成24年度甲府市一般会計補正予算（第５号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第82号
平成24年度甲府市古関・梯町簡易水道事業特別会計
補正予算（第1号）

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第83号
平成24年度甲府市簡易水道等事業特別会計補正予算
（第1号）

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第84号
平成24年度甲府市浄化槽事業特別会計補正予算（第1
号）

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第85号 平成24年度甲府市病院事業会計補正予算（第2号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第86号
甲府市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及
び運営に関する基準を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第87号

甲府市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人
員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第88号

甲府市指定地域密着型サービス事業者及び甲府市指定
地域密着型介護予防サービス事業者の指定に関する基
準のうち、申請者の法人格の有無に係る基準を定める
条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第89号
甲府市指定地域密着型介護老人福祉施設の入所定員に
関する基準を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第90号
甲府市道の道路構造に関する技術的基準を定める条例
制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第91号
甲府市移動等円滑化のために必要な道路の構造に関す
る基準を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第92号
甲府市道の道路標識の標識板の寸法及び文字の大きさ
を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第93号
甲府市道路附属物自動車等有料駐車場の標識に関する
条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第94号
甲府市準用河川管理施設等の構造に関する技術的基準
を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第95号
甲府市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設
置に関する基準を定める条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第96号 甲府市市税条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第97号
甲府市老齢者医療費助成金支給条例の一部を改正する
条例制定について

〃 〃 ○ ○ × × × ○ ×

議案第98号 甲府市悠遊館条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第99号
甲府市風致地区条例の一部を改正する条例制定につい
て

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第100号
甲府市都市公園条例の一部を改正する条例制定につい
て

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

平成24年12月定例会 �審議結果

■ ■ ■ ■ 審議結果 ■ ■ ■ ■   
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番　　号 件　　　名　　　等 議決月日 結　果
政　友
クラブ

新　政
クラブ

公明党
日　本
共産党

社　会
民主党

みんな
の　党

無所属

議案第101号
甲府市都市公園条例等の一部を改正する条例制定につ
いて

12月17日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第102号
甲府市廃棄物の減量化、資源化及び適正処理等に関す
る条例の一部を改正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第103号 甲府市下水道条例の一部を改正する条例制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第104号
～

議案第110号
財産の取得について（新庁舎什器・備品一式） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第111号 指定管理者の指定について（風土記の丘農産物直売所） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第112号
工事請負契約の変更契約締結について（新庁舎建設（建
設・設備）工事）

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第113号
工事委託契約の締結について（古府中環状浅原橋線横
沢架道橋整備工事）

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第114号
専決処分について（甲府市手数料条例の一部を改正す
る条例制定について）

〃 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第115号 訴えの提起について（市営住宅関係） 〃 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲 議 第 9 号
甲府市議会委員会条例の一部を改正する条例制定につ
いて

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲議第10号
甲府市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改
正する条例制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲議第11号
甲府市議会会議規則の一部を改正する規則制定につい
て

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

	 ○賛成・×反対

政友クラブ　◎斉藤憲二　森沢幸夫　清水　保　佐藤茂樹　荻原隆宏　池谷陸雄　原田洋二　大塚義久　廣瀬集一　鈴木　篤

　　　　　　　岡　政吉　坂本信康　長沼達彦　石原秀一

新政クラブ　◎桜井正富　金丸三郎　野中一二　清水　仁　輿石　修　山中和男

公　明　党　◎兵道顕司　植田年美　中村明彦　佐野弘仁　長沢達也

日本共産党　◎石原　剛　内藤司朗　清水英知

社会民主党　◎山田　厚

みんなの党　◎飯島正樹

無　所　属　　山田弘之　神山玄太　　　　◎会派代表者

表紙の写真を
募集しています
　写真は、電子メールで縦型画像データ（フ
ァイル形式はJPEG）を添付してください。
　「市議会だより」以外では使用しませんし、
返却もしません。
　投稿者の住所、氏名、電話番号を必ず明記
してください。
　応募作品が多い場合は、編集委員会で選考
し、1点のみの採用となります。

⇒送り先電子メールアドレス⇒
gikai@city.kofu.yamanashi . jp
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市議会インターネット情報

　

〈モバイル〉

※	本会議場は、甲府商工会議所５階で
す。相生２–２–１７
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常任委員会行政視察の状況
議会が閉会中でも、議案審査の参考にするため、調査活動を行っています。

総務委員会
○実施日
　平成24年10月10日〜12日
○視察場所（視察項目）
・石川県金沢市
（協働のまちづくりチャレンジ事業について）
・富山県富山市
（選ばれるまちづくり事業について）
（シティプロモーションについて）
（グランドプラザ整備事業について）

経済建設委員会
○実施日
　平成24年10月10日〜12日
○視察場所（視察項目）
・新潟県長岡市
（市役所の移転と中心市街地のまちづくりについて）
（シティプロモーションを活用した地域ブランドについて）
・富山県高岡市
（LRT活用によるまちづくりについて）
・長野県小布施町
（観光と第6次産業センターについて）

民生文教委員会
○実施日
　平成24年10月10日〜12日
○視察場所（視察項目）
・石川県金沢市
（金沢21世紀美術館について）
（かなざわ子育て夢プラン2010について）
・滋賀県草津市
（スポーツ振興計画について）

環境水道委員会
○実施日
　平成24年10月22日〜24日
○視察場所（視察項目）
・神奈川県横浜市
（電気自動車を活用した実証実験住宅について）
（電気自動車を活用した日産自動車と横浜市の取り組みについて）
・東京都新宿区
（東京水道サービスの取り組みについて）
・愛知県一宮市
（環境にやさしいエコ施設について）

■甲府市議会ホームページ　http://www.city.kofu.yamanashi.jp/shise/gikai/index.html

《
次
回
の
定
例
会
は
３
月
開
催
予
定
で
す
》
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